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教
科
及
び
分
野
の
目
標
は
、育
成
す
べ
き
資
質
・

能
力
の
三
つ
の
柱
に
対
応
し
て
整
理
さ
れ
た
。項
目

（
１
）が
知
識
及
び
技
能
、（
２
）が
思
考
力
、判
断

力
、表
現
力
等
、（
３
）が
学
び
に
向
か
う
力
、人
間

性
等
で
あ
る
。内
容
に
関
し
て
は
、現
在
、社
会
で
利

用
さ
れ
て
い
る
基
礎
的
な
技
術
と
配
分
さ
れ
た
授

業
時
数
を
考
慮
し
て
、従
来
同
様
、「
材
料
と
加
工
」

「
生
物
育
成
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
」及
び「
情
報
」

１ 

課
題
と
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力

２ 

技
術
分
野
の
目
標

　

現
行
学
習
指
導
要
領
の
も
と
で
の
技
術
分
野
の

教
育
に
は
、「
社
会
、環
境
及
び
経
済
と
い
っ
た
複
数

の
側
面
か
ら
技
術
を
評
価
し
具
体
的
な
活
用
方
法

を
考
え
出
す
力
」や
、「
目
的
や
条
件
に
応
じ
て
設

計
し
た
り
、効
率
的
な
情
報
処
理
の
手
順
を
工
夫

し
た
り
す
る
力
」の
育
成
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。

　

課
題
の
前
半
は
、「
様
々
な
制
約
条
件
の
も
と
で
、

最
適
な
方
法
を
見
い
だ
す
」技
術
分
野
の「
見
方
・

考
え
方
」の
力
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
こ
と
、後
半

は
、技
術
的
な
課
題
に
対
し
て「
設
計
・
計
画
」す
る

技術分野の学習は国の将来の発展を大きく左右します。
すべての生徒に，技術の見方・考え方を通して，
技術の資質・能力を育成することが大切です。
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01

能
力
の
育
成
が
十
分
で
な
い
こ
と
の
指
摘
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
受
け
て
、新
し
い
学
習
指
導
要

領
で
は
、技
術
分
野
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
に
、

「
社
会
の
変
化
等
に
主
体
的
に
対
応
し
、よ
り
よ
い

生
活
や
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
、

技
術
の
発
達
を
主
体
的
に
支
え
、技
術
革
新
を
牽

引
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、技
術
を
評
価
、選
択
、

管
理
・
運
用
、改
良
、応
用
す
る
こ
と
」を
挙
げ
て
い

る
。つ
ま
り
、技
術
分
野
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力

は
、「
技
術
を
評
価
、選
択
、管
理
・
運
用
、改
良
、応

用
す
る
こ
と
」で
あ
る
。「
技
術
を
評
価
、選
択
、管

理
・
運
用
す
る
力
」が
技
術
ガ
バ
ナ
ン
ス
力
、「
技
術

を
改
良
、応
用
す
る
力
」が
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力

で
あ
り
、世
界
の
国
々
が
技
術
教
育
で
目
指
し
て
い

る
資
質
・
能
力
と
一
致
し
て
い
る
。

新
学
習
指
導
要
領
と

こ
れ
か
ら
の

技
術
分
野
の
教
育

2
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技
術
分
野
の
見
方
・
考
え
方
は
、「
生
活
や
社
会

に
お
け
る
事
象
を
、技
術
と
の
関
わ
り
の
視
点
で
捉

え
、社
会
か
ら
の
要
求
、安
全
性
、環
境
負
荷
や
経

済
性
等
に
着
目
し
て
技
術
を
最
適
化
す
る
こ
と
」で

あ
る
。こ
の
見
方
・
考
え
方
は
従
来
と
変
わ
ら
な
い
。

技
術
分
野
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
は
技
術
分
野

の
見
方
・
考
え
方
を
通
し
て
獲
得
で
き
、ま
た
、獲

得
し
た
資
質
・
能
力
に
よ
り
見
方
・
考
え
方
が
さ
ら

に
高
度
な
も
の
と
な
る
。こ
う
し
て
得
た
見
方
・
考

え
方
は
、社
会
に
出
て
生
活
す
る
上
で
も
重
要
な
力

で
あ
る
。

　

改
訂
さ
れ
た
内
容
と
項
目
は
、本
誌
６
・７
ペ
ー
ジ

に
あ
る
新
旧
対
比
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、主
な
変

更
点
と
し
て
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。一
つ
目
は
、小
学

校
や
高
等
学
校
の
学
習
と
の
連
動
を
考
慮
し
て
、内

容
B
と
C
の
順
序
が
入
れ
替
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、「
ど
の
内
容
か
ら
で
も
始
め
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
」こ
と
、及
び「
問
題
を
見
い
だ
し
、

課
題
を
設
定
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
」た
め
、A
、

B
、C
、D
す
べ
て
に「（
１
）生
活
や
社
会
を
支
え
る

技
術
」が
含
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

三
つ
目
は
、小
学
校
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
に
連
動
し
て
、「
D
情
報
の
技
術
」

に
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
双
方
向
性
の
あ

る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
問
題
の
解
決
」が
加
え
ら
れ

た
こ
と
で
あ
る
。

　
「
主
体
的
な
学
び
」と「
対
話
的
な
学
び
」は
全
教

科
で
取
り
組
め
る
部
分
が
多
く
、教
員
の
指
導
力
に

依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。そ
の
中
に
あ
っ
て
、「
対
話

的
な
学
び
」の「
先
哲
か
ら
の
学
び
」は
、教
科
特
有

の
学
び
で
あ
る
。技
術
の
世
界
で
は
、過
去
に
工
夫

を
凝
ら
し
た
様
々
な
優
れ
た
機
器
や
機
械
が
作
ら

れ
て
い
る
が
、こ
の
よ
う
な
機
器
や
機
械
を
分
解
し

て
構
造
や
仕
組
み
を
詳
細
に
観
察
す
る
こ
と
に
よ

り
、先
人
が
発
明
に
至
っ
た
発
想
や
思
考
の
過
程
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

技
術
分
野
の「
深
い
学
び
」は
、技
術
分
野
の
見

方
・
考
え
方
に
基
づ
き
、技
術
分
野
の
学
習
内
容
を

技
術
分
野
の
学
習
過
程
を
経
る
こ
と
に
お
い
て
の

み
達
成
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」は
、１
単
位
時

間
の
よ
う
な
短
時
間
で
は
な
く
、単
元
や
題
材
の
ま

と
ま
り
と
い
っ
た
長
い
時
間
を
か
け
て
実
現
で
き
る

も
の
と
考
え
る
。

の
技
術
と
さ
れ
た
。

　
「
知
識
」の
指
導
に
お
い
て
は
、現
代
社
会
で
は
技

術
は
シ
ス
テ
ム
と
し
て
社
会
を
支
え
て
い
る
の
で
、

個
別
の
知
識
の
習
得
だ
け
で
な
く
、習
得
し
た
知
識

を
互
い
に
関
連
づ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、「
技
能
」の
指
導
で
も
、習
得
し
た
技
能
が
他

の
領
域
の
技
能
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
に
工
夫
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

技
術
分
野
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力「
技
術
ガ

バ
ナ
ン
ス
力
」と「
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
」を
育

む
に
は
、課
題
解
決
的
な
学
習
が
効
果
的
で
あ
る

が
、そ
の
際
、課
題
の
設
定
に
先
行
し
て
生
活
や
社

会
の
中
か
ら「
問
題
を
見
い
だ
さ
せ
る
」こ
と
を
授

業
に
仕
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。ま
た
、実
践
的
・

体
験
的
活
動
に
お
い
て
は
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
も

の
づ
く
り
」か
ら
振
り
返
り
を
重
視
し
た「
工
夫
す

る
も
の
づ
く
り
」に
重
心
を
移
す
必
要
が
あ
る
。

　
「
学
び
に
向
か
う
力
、人
間
性
等
」で
は
、「
よ
り

よ
い
生
活
の
実
現
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に

向
け
て
、技
術
を
工
夫
し
創
造
し
よ
う
と
す
る
実

践
的
な
態
度
」の
育
成
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。そ
の

際
、消
費
者
と
生
産
者
の
両
方
の
視
点
を
備
え
た

「
適
切
か
つ
誠
実
な
態
度
」の
育
成
が
強
く
求
め
ら

れ
る
。

３ 

技
術
分
野
の
見
方
・
考
え
方

４ 
改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

５ 

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

PROFILE
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日
本
の
家
庭
科
の
特
徴
と
し
て
、「
小
・
中
・
高

校
に
お
い
て
必
修
科
目
で
男
女
共
学
で
あ
る
こ
と
」

「
知
識
だ
け
で
は
な
く
、技
能
・
技
術
も
獲
得
し
、実

践
的
・
体
験
的
な
学
び
で
あ
る
こ
と
」「
衣
食
住
だ
け

で
は
な
く
、家
族
・
保
育
に
関
す
る
学
習
や
消
費
者
・

環
境
教
育
も
含
む
、広
い
分
野
を
含
む
こ
と
」が
あ

る
。同
時
に
、果
た
し
て
き
た
役
割
と
し
て
、生
活
の

基
本
的
知
識
・
技
術
を
獲
得
、関
連
分
野
へ
の
興
味
・

関
心
を
促
進
、生
活（
伝
統
）文
化
の
継
承
、自
立
の

支
援
・
促
進
、男
女
共
同
社
会
の
実
現
な
ど
が
挙
げ

家
庭
科
教
育
の

こ
れ
か
ら
の
役
割

ら
れ
る
。

　
「
小
・
中
・
高
校
に
お
い
て
必
修
科
目
で
男
女
共
学

で
あ
る
こ
と
」が
実
現
を
し
た
の
は
、１
９
８
９
年

の
学
習
指
導
要
領
改
訂
か
ら
中
学･

高
校
の
家
庭
科

が
男
女
共
修
に
な
っ
た
と
き
で
あ
る
。そ
れ
以
前
は

女
子
だ
け
が
必
修
で
、男
子
は
そ
の
時
間
は
格
技
な

ど
の
体
育
を
や
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、今
の
学
生
達

に
話
す
と「
信
じ
ら
れ
な
い
」と
と
て
も
驚
か
れ
る
。

　

た
だ
し
、小
学
校
の
家
庭
科
の
授
業
時
数
は
、

１
９
５
８
年
か
ら
は
５
年
生･

６
年
生
と
も
に
年
間

各
７
０
時
間
だ
っ
た
が
、１
９
９
８
年
の
改
訂
で

５
年
生
６
０
時
間
、６
年
生
５
５
時
間
に
減
少

し
た
。中
学
校
で
は
１
９
５
８
年
で
は
、女
子
だ

千葉大学 教育学部教授
伊藤 葉子

CHAPTER

02

け
が
対
象
と
い
え
、年
間
３
１
５
時
間
あ
っ
た
が

１
９
９
８
年
に
は
８
７
・
５
時
間
と
激
減
し
た
。

　

特
に
、中
学
校
で
は
、２
０
０
８
年
告
示
の
現
行

の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、選
択
教
科
の
枠
も
な

く
な
り
、３
年
間
で
８
７
・
５
時
間
し
か
家
庭
科
の

授
業
を
展
開
で
き
な
い
深
刻
な
状
況
に
な
っ
た
。こ

の
削
減
は
、家
庭
科
の
授
業
内
容
の
縮
小
や
、生
徒

の
家
庭
科
の
学
び
の
貧
困
化
と
い
う
影
響
を
与
え

た
。ま
た
、中
学
１
・
２
年
時
、週
当
た
り
１
時
間
で

あ
る
た
め
、短
時
間
で
で
き
る
簡
単
な
実
習
に
限
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
上
、３
年
時
の
授
業
時
間

が
０
・
５
時
間
で
、２
週
間
に
１
時
間
と
間
隔
が
あ

き
、連
続
的
な
学
習
が
必
要
と
さ
れ
る
知
識
・
技
能

家
庭
科
の
授
業
数
の

減
少
に
よ
る
影
響

１ 
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こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。千
葉
大
学
教
育
学

部
で
は
、小
学
校
家
庭
科
教
育
法
に
お
い
て
、簡
単

な
縫
い
物
を
し
て
い
る
。あ
る
授
業
で「
針
に
糸
を

通
し
て
」と
言
っ
た
ら
、日
本
人
の
両
親
を
持
つ
日

本
語
に
は
問
題
の
な
い
ブ
ラ
ジ
ル
育
ち
の
学
生
が
、

「
先
生
、申
し
訳
な
い
け
ど
針
に
糸
は
通
せ
ま
せ

ん
」と
言
い
に
き
た
。「
よ
ー
く
見
て
ご
ら
ん
」と
針

に
穴
が
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
る
と
、こ
ん
な

に
細
い
所
に
穴
が
あ
る
の
か
と
驚
い
て
い
た
。

　

日
本
人
が「
針
に
糸
を
通
す
」で
分
か
る
の
は
、見

た
こ
と
が
あ
っ
て
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。小･

中

･
高
で
、家
庭
生
活
に
関
わ
る
様
々
な
事
柄
を
知
っ

て
お
く
意
義
は
と
て
も
大
き
い
こ
と
を
再
認
識
し

た
。

　

こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、取
り
組
ん
で
い
る
研
究

を
紹
介
し
た
い
。そ
れ
は
、カ
テ
イ
カ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
開
発
と
翻
訳
で
あ
る
。小
学
校
家
庭
科
の
教
科
書

を
も
と
に
、日
本
語
版
を
作
成
し
、そ
れ
を
、需
要
の

多
い
４
外
国
語（
中
国
語
・
英
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・

フ
ィ
リ
ピ
ノ
語
）に
翻
訳
し
た
の
で
あ
る
。な
お
、日

本
語
を
学
ぶ
機
会
を
増
や
す
た
め
に
、翻
訳
は
日

本
語
と
同
じ
イ
ラ
ス
ト
を
使
い
、文
章
を
忠
実
に
翻

訳
し
た
。

　

外
国
語
版
で
は
、例
え
ば
、家
族
で
楽
し
む
一

年
の
行
事
と
し
て
、正
月
・
節
分
・
ひ
な
祭
り
・
花

見
・
こ
ど
も
の
日
・
梅
雨
・
七
夕
・
盆
・
月
見
・
祭
り
・

七
五
三
・
大
掃
除
な
ど
が
躍
動
感
の
あ
る
イ
ラ
ス
ト

と
と
も
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

外
国
語
版
の
使
用
後
の
意
見
・
感
想
を
み
る
と
、日

本
の
行
事
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
り
、生
活
の
な
か

で
何
と
な
く
マ
ネ
し
て
い
た
こ
と
が
実
践
的
に
理
解

で
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。和
食
や
調
理
技
能
や
献

立
に
つ
い
て
の
内
容
に
対
す
る
有
用
性
も
示
唆
さ
れ

て
い
る
。日
本
の
寒
い
季
節
を
快
適
に
過
ご
す
た
め

の
着
方
を
知
っ
た
り
、清
潔
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

そ
う
じ
の
仕
方
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
得
た
り
し

た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。日
本
に
お
け
る
生
活
文

化
へ
の
尊
重
と
同
時
に
自
国
の
生
活
文
化
を
再
確
認

す
る
機
会
に
な
る
こ
と
か
ら
、こ
の
外
国
語
カ
テ
イ
カ

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
生
活
文
化
の
多
様
性
へ
の
理
解
に
つ

な
が
る
教
育
的
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、家
庭
科
が
生
活
科
学
に
基

づ
く
知
識
・
技
能
を
通
し
て
、生
活
文
化
的
価
値
を

学
ぶ
機
会
を
与
え
て
い
る
が
、外
国
に
つ
な
が
る
児

童
・
生
徒
に
と
っ
て
は
異
文
化
で
あ
る
日
本
の
生
活

文
化
を
学
ぶ
際
の
難
し
さ
が
あ
る
と
考
え
る
。言
い

換
え
れ
ば
、家
庭
科
の
学
習
こ
そ
が
、外
国
に
つ
な

が
る
児
童
・
生
徒
に
、生
活
文
化
を
実
践
的
に
学
ぶ

重
要
な
機
会
を
与
え
得
る
。

外
国
語
版

カ
テ
イ
カ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

家
庭
科
教
育
が
担
う

日
本
の
生
活
文
化

２

３

・家族
・食文化

・衣文化
・住文化
・消費・環境

： 日本の家族の特徴・家族で楽しむ一年の行事
： 和食のとくちょう・調理（料理）のための道具・こんろの使い方／包丁の使い方・ごはんとみそ汁をつくろう
  ・卵料理をつくろう・野菜いためをつくろう・食品の栄養と献立
： 日本と他の国の民族服・ぬい方の基礎・あたたかい着方とすずしい着方・既成服の表示の見方
： 住まいと整理とせいとん・安全な住まい方
： 家族のみんなにやさしいユニバーサルデザイン・環境問題をもたらしてもの・環境にやさしいことをやってみよう

カテイカガイドブック

の
定
着
が
望
め
な
く
な
っ
た
。中
学
校
家
庭
科
担
当

教
員
の
減
少
、非
常
勤
講
師
や
臨
免
の
割
合
の
増
と

い
う
状
況
も
家
庭
科
教
育
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。

　

高
校
で
は
、学
校
ご
と
に
２
単
位（
家
庭
基
礎
）か

４
単
位（
家
庭
総
合
）か
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、

現
在
は
２
単
位
の
学
校
が
圧
倒
的
に
多
い
。高
校
の

履
修
単
位
数
に
関
す
る
全
国
調
査
デ
ー
タ
を
分
析

し
た
結
果
、履
修
単
位
の
減
少
は
家
庭
科
の
専
任
教

員
０
人（
そ
の
学
校
に
は
家
庭
科
の
専
任
教
員
が
い

な
い
）率
が
高
く
な
る
こ
と
に
結
び
つ
い
て
い
る
。特

に
、学
校
数
の
少
な
い
県
は
家
庭
科
の
履
修
単
位
の

減
少
が
進
行
し
た
上
、専
任
教
員
の
い
な
い
学
校
が

増
加
し
て
い
る
。
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■学習指導要領 改訂のポイント

技術分野　 改訂の要点

①「社会に開かれた教育課程」の重視
②「何ができるようになるか」を明確化 … 育成を目指す資質・能力の明確化
③「主体的・対話的で深い学び（いわゆるアクティブ・ラーニング）」の実現に向けた，授業改善の推進
④各学校におけるカリキュラム・マネジメントの推進

● 内容Ａ～Ｄの四つの構成はそのまま。ＢとCの順序を変更。
● 内容Ａ～Ｄは，それぞれ次の３項目で構成する。
　 「生活や社会を支える技術」 「技術による問題の解決」 「社会の発展と技術」
● 障がいのある生徒への指導，道徳科などとの関連，家庭や地域・企業等との連携への配慮も明記された。

家庭分野　 改訂の要点

育成を目指す資質・能力を，三つの柱によって明確化

● 目標（1）「知識及び技能」
● 目標（2）「思考力,判断力,表現力等」
● 目標（3）「学びに向かう力，人間性等」
● 生活の営みに係る見方・考え方を働かせることを明示

● 小・中学校ともに「Ａ家族・家庭生活」,「Ｂ衣食住の生活」,「Ｃ消費生活・環境」の三つの内容。
● 空間軸（家庭と地域）と時間軸（現在及びこれからの生活を展望した現在の生活）の視点。
● 基礎的・基本的な知識及び技能の習得，思考力・判断力・表現力等の育成。
● 「生活の課題と実践」をＡ,Ｂ,Ｃの内容に位置付け,3項目のうち一つ以上選択し,
　 他の内容と関連を図り履修。（実践的な活動を家庭や地域などで行う）
● 家族・家庭の基本的な機能と生活の営みに関わる見方・考え方との関連を図った内容の見直し。
● 社会の変化に対応した各内容の見直し。
　 ・家族・家庭生活 : 高齢者など地域の人々と協働することに関する内容を新設。
　 ・食育の推進 : 小学校との系統性を図り，食事の役割，栄養と献立，調理で構成。
　 ・日本の生活文化 : 和食の調理，和服など，日本の伝統的な生活についても扱う。
　 ・自立した消費者の育成 : 計画的な金銭管理，消費者被害への対応に関する内容を新設。

第１学年：７０時間 第２学年：７０時間 第３学年：３５時間
※各学年において，技術分野及び家庭分野のいずれも履修させることが規定された。
※中学校では，授業時数の変更はない。

■技術・家庭科の授業時数

新しい学習指導要領の

改訂の要点

目標の改善

内容の改善

目標の改善

内容の改善

育成を目指す資質・能力を，三つの柱によって明確化

● 目標（1）「知識及び技能」
● 目標（2）「思考力，判断力，表現力等」
● 目標（3）「学びに向かう力，人間性等」
● 技術・家庭科の特質に応じた「ものごとをとらえる視点や考え方（見方・考え方）」を働かせることを明示

Ａ 家族・家庭と子どもの成長

Ｂ 食生活と自立

Ｃ 衣生活・住生活と自立

Ｄ 身近な消費生活と環境

Ａ 家族・家庭生活

Ｂ 衣食住の生活

Ｃ 消費生活・環境

Ａ 材料と加工に関する技術

Ｂ エネルギー変換に関する技術

Ｃ 生物育成に関する技術

Ｄ情報に関する技術
　（2）メディア

　（3）計測・制御

Ａ 材料と加工の技術

Ｂ 生物育成の技術

Ｃ エネルギー変換の技術

Ｄ 情報の技術
　（2）双方向性コンテンツ
　（3）計測・制御システム

発展

〈現行学習指導要領〉 〈新学習指導要領〉

〈現行学習指導要領〉 〈新学習指導要領〉
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平
成
２
９
年
３
月
に
改
訂
学
習
指
導
要
領
が
公

示
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
改
訂
で
は
、全
て
の
教
科

等
で
歩
調
を
揃
え
て
改
訂
さ
れ
た
内
容
と
、技
術
・

家
庭
科（
技
術
分
野
）の
特
質
を
踏
ま
え
て
改
訂
さ

れ
た
内
容
と
が
あ
り
ま
す
。技
術
分
野
の
改
訂（
移

行
）の
ポ
イ
ン
ト
は
、主
に
三
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
技
術
分
野
の

見
方
・
考
え
方
」で
す
。改
訂
に
よ
っ
て
技

術
分
野
の
役
割
が
よ
り
明
確
に
な
り
、技

術
分
野
が
主
と
し
て
育
て
た
い
資
質
・
能

力（
す
な
わ
ち
、各
学
校
に
お
け
る
技
術

分
野
の
役
割
分
担
）が
明
示
さ
れ
ま
し

た
。技
術
分
野
で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
や
、

技
術
分
野
な
ら
で
は
の
学
び
を
各
学
校

で
実
現
し
て
、よ
り
技
術
分
野
ら
し
い
授

業
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。そ
こ
で
生
徒
に
気
付
か
せ
た
い
の
が

「
技
術
分
野
の
見
方
・
考
え
方
」で
す
。

神奈川県厚木市立荻野中学校
教論

尾﨑 誠

CHAPTER

03

「なぜ，このような設計にしたのだろう？」

「どんな技術にもプラス・マイナスがあるなあ。
 どれを選ぶのがバランスがいいかなあ。」

「様々な条件を考えると，この方法がバランスの良い最善策だろう。」

「開発者はどんなことを考えて，このような設計にしたのだろう？」

「これからの技術開発は，こういう視点も大切にして進めるべきだ！」

技
術
分
野
の

移
行
の
ポ
イ
ン
ト

１ 

技
術
分
野
の

「
見
方
・
考
え
方
」の
重
視

問題解決的な学習を通して，こういった見方や考え方に
気付かせるような指導計画づくりが求められています。

1

神奈川県厚木市立荻野中学校 教論　尾﨑 誠

新
学
習
指
導
要
領

技
術
分
野
現
場
か
ら
み
た

移
行
の
ポ
イ
ン
ト
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今
回
の
改
訂
で
は
、内
容
Ａ
～
Ｄ
の
う
ち
、第
１

学
年
の
最
初
に
扱
っ
た
内
容
の（
１
）を
、ガ
イ
ダ
ン

ス
的
な
内
容
と
し
て
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、内
容
Ａ
～
Ｄ
の
全
て
の
技
術
に
軽
く
触

れ
て
、技
術
へ
の
関
心
を
高
め
る
授
業
を
展
開
し
ま

す
。

　

内
容
Ａ
で
は
、設
計
・
計
画
の
重
視
に
伴
い
、製
図

で
は
等
角
図
と
第
三
角
法
を
扱
い
ま
す
。製
作
品

等
の
構
想
を
図
に
ま
と
め
る
際
に
、最
適
な
図
法
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。第
三
角
法
は
、内
容
Ｃ

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
）で
機
構
部
分
の
設
計
を
ま
と

め
た
り
、内
容
Ｄ（
計
測
・
制
御
）で
機
械
部
分
の
設

計
を
ま
と
め
た
り
す
る
際
に
も
便
利
で
す
。

　

内
容
Ｂ
で
は
、Ｂ（
１
）に
お
い
て
、生
物
育
成
の

技
術
の
基
礎（
生
育
環
境
を
調
節
し
て
育
成
す
る
こ

と
等
）を
学
習
し
ま
す
が
、こ
こ
で
作
物
栽
培
だ
け

で
な
く
、家
畜
の
飼
育
や
、水
産
生
物
の
栽
培
に
つ

い
て
必
ず
扱
い
ま
す
。Ｂ（
２
）問
題
の
解
決
で
は
、

　

二
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は「
問
題
の
解
決
」

で
す
。こ
れ
ま
で
も
問
題
解
決
的
な
学
習

に
取
り
組
ん
だ
り
、生
活
上
の
問
題
を
解

決
す
る
題
材
を
設
定
し
た
り
し
て
き
ま

し
た
。今
回
の
改
訂
で
は
、生
活
だ
け
で

な
く
社
会
、産
業
、環
境
等
に
お
け
る
技

術
的
な
問
題（problem

）に
着
目
し
て
、

こ
れ
を
技
術（technology

やskill
）に

よ
っ
て
解
決（solve

）す
る
こ
と
を
重
視

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、与
え
ら
れ
た
内
容
だ
け
を

こ
な
す
授
業（
例
え
ば
製
作
だ
け
の
授

業
）や
実
験
・
測
定
が
中
心
の
授
業
で
は

な
く
、「
な
ぜ
？
」「
ど
う
し
て
？
」を
大
切

に
し
て
、生
徒
自
身
が
主
体
的
に
個
人
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
だ
り
、問
題
の
解

決
策
を
考
え
て
じ
っ
く
り
取
り
組
ん
だ
り

す
る
授
業
を
、さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て「
技
術
に
よ
る
問
題
の
解
決
」に
取

り
組
む
上
で
重
要
と
な
る
の
は
、生
活
や
社

会
に
お
け
る
問
題
を
見
い
だ
し
た
後
、技
術

分
野
の
授
業
で
生
徒
が
取
り
組
め
そ
う
な

個
人
課
題
の
設
定
と
、そ
の
解
決
に
適
し
た

設
計
・
計
画
の
具
体
化
で
す
。授
業
で
は
、生

徒
が
自
分
で
設
計
・
計
画
し
、自
分
で
製
作
・

制
作
・
育
成
し
て
、生
活
上
の
問
題（
課
題
）

の
解
決
を
目
指
し
ま
す
。社
会
や
産
業
等
に

お
け
る
問
題
の
解
決
を
考
え
る
場
合
は
、実

現
可
能
な
設
計
を
考
え
た
り
、模
型
を
設
計
・

製
作
す
る
と
い
っ
た
学
習
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、今
回
の
改
訂
で
は
、生
徒
一
人

一
人
が
課
題
や
目
的
、条
件
等
に
応
じ
て
最

適
な
設
計
・
計
画
を
考
え
る
授
業
が
大
切
に

な
り
ま
す
。例
え
ば
、1

枚
板
か
ら
部
屋
を
整

理
す
る
作
品
を
設
計
す
る
、省
ス
ペ
ー
ス
で

時
季
外
れ
の
養
液
栽
培
を
計
画
す
る
と
い
っ

た
学
習
活
動
が
考
え
ら
れ
ま
す
。生
徒
自

身
の
ニ
ー
ズ（
課
題
や
目
的
等
）に
応
じ
て
、

４
０
人
い
れ
ば
４
０
通
り
の
設
計
・
計
画
が

生
ま
れ
る
授
業
が
理
想
で
す
。そ
う
し
た
授

業
づ
く
り
を
支
え
る
主
た
る
教
材
と
し
て
、

新
し
い
教
科
書
が
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
る
は
ず
で
す
。そ
し
て
、技
術
の
目
で
問

題
を
見
い
だ
す
力
や
、設
計
・
計
画
す
る
力

を
育
て
る
こ
と
が
、技
術
分
野
の
役
割
と
し

て
益
々
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

各
内
容
の

移
行
の
ポ
イ
ン
ト

２

「
技
術
に
よ
る
問
題
の
解
決
」

設
計
・
計
画
の
重
視

（2） 

内
容
Ａ 

材
料
と
加
工
の
技
術

（1） 

ガ
イ
ダ
ン
ス
的
な
内
容

（3） 

内
容
Ｂ 

生
物
育
成
の
技
術

設
計
・
計
画
の
具
体
化

個
人
課
題
の
設
定

2

3
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作
物
、家
畜
、水
産

生
物
の
い
ず
れ
か

を
選
択
し
て
扱
い

ま
す
。

　

ま
た
、育
成
計
画

の
立
案
と
計
画
表

の
作
成
を
必
ず
扱

い
ま
す
。育
成
経
験
の
少
な
い
生
徒
た
ち
で
も
、見

通
し
を
も
っ
て
生
育
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
授
業

を
工
夫
で
き
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

内
容
Ｃ
で
は
、電
気
回
路
の
設
計
か
機
構
部
分
の

設
計
の
い
ず
れ
か
を
必
ず
扱
い
ま
す
。電
気
回
路
は

回
路
図
で
か
き
表
し
ま
す
。ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
等
の
半

導
体
素
子
を
使
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、深
入

り
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、例
え
ば
風
力
発
電
の
効
率
を
高
め
る
た
め

に
羽
根（
タ
ー
ビ
ン
）の
形
状
を
工
夫
す
る
と
い
っ
た

学
習
は
、生
徒
全
員
に
同
一
の
課
題
を
与
え
る
実
験

的
な
展
開
よ
り
も
、製
作
品
の
設
計
を
考
え
て
い
る

過
程
で
羽
根
の
形
状
の
工
夫
が
必
要
と
な
っ
た
生

徒
数
名
が
問
題
解
決
に
取
り
組
む
と
い
う
展
開
の

ほ
う
が
、改
訂
の
趣
旨
に
合
う
で
し
ょ
う
。そ
し
て
、

試
行
錯
誤
し
た
結
果
が
製
作
品
の
設
計
に
反
映
さ

れ
る
と
理
想
的
で
す
。

　

内
容
Ｄ
で
は
、「
技
術
に
よ
る
問
題
の
解
決
」を
、

大
き
く
分
け
て
２
つ
扱
い
ま
す
。

　

Ｄ（
２
）で
は
、双
方
向
性
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
取
り
組
み
ま
す
。従
来
は「
メ

デ
ィ
ア
を
複
合
し
た
作
品
」で
し
た
の
で
、文
書
処

理
ソ
フ
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
用
い

て
、文
字
や
写
真
、動
画
等
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

改
訂
後
は
、メ
デ
ィ
ア
の
複
合
に
加
え
て
、コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
上
で
動
作
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ（
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
動
作
す
る
作
品
）を
設
計
・
制
作
し
ま
す
。さ
ら

に
、他
機
と
デ
ー
タ
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
が
必
須

と
な
る
た
め
、生
徒
は「
送
信
ル
ー
チ
ン
」と「
受
信

ル
ー
チ
ン
」を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（※1）

　

Ｄ（
３
）は
、計
測
・
制
御
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
製

作
に
取
り
組
み
ま
す
。「
シ
ス
テ
ム
」と
あ
り
ま
す
の

で
、従
来
の「
セ
ン
サ
か
ら
入
力
↓
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

判
断
・
処
理
↓
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
の
動
作
」の
プ
ロ
グ

ラ
ム
作
成
に
加
え
て
、こ
の
回
路
を
実
装
し
た
製
作

品（
セ
ン
サ
の
反
応
で
自
動
動
作
す
る
製
作
品
）の

設
計
・
製
作
も
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
が
３

年
間
の
技
術
分
野
の
ゴ
ー
ル
で
あ
り
、技
術
分
野
が

果
た
す
役
割
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　

さ
ら
に
、従
来
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
変
わ
っ
て

「
統
一
モ
デ
リ
ン
グ
言
語（
Ｕ
Ｍ
Ｌ
）」

が
例
示
さ
れ
ま
し
た
。昨
今
の
オ
ブ

ジ
ェ
ク
ト
指
向
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
流

れ
に
合
わ
せ
て
、世
界
で
標
準
化
さ
れ

た
図
法
を
学
習
し
ま
す
。（※2）

　

小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
必

修
化
さ
れ
ま
す
の
で
、各
中
学
校
で

生
徒
の
実
態
を
把
握
し
た
上
で
、指

導
計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

内
容
Ａ
～
Ｄ
に
共
通
し
て
、題
材
の
学
習
は「
生

活
や
社
会
を
支
え
る
技
術
」↓「
技
術
に
よ
る
問
題

の
解
決
」↓「
社
会
の
発
展
と
技
術
」の
流
れ
で
展
開

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。「
社
会
の
発
展

と
技
術
」の
学
習
は
、題
材
の
学
習
を
ふ
り
返
り
な

が
ら
、生
活
や
社
会
、産
業
に
お
け
る
技
術
の
役
割

や
影
響（
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
）を
見
極
め
て
、よ
り

よ
い
技
術
の
活
用
方
法
を
考
え
た
り
、新
し
い
技
術

の
開
発
に
つ
い
て
未
来
展
望
を
考
え
た
り
す
る
学

習
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。移
行
に
あ
た
っ
て
は
、従

来
の「
技
術
の
適
切
な
評
価
と
活
用
」の
学
習
を
発

展
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

指
導
計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、全
て
の
学
年

（4） 

内
容
Ｃ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術

（5） 

内
容
Ｄ 

情
報
の
技
術

（6） 

社
会
の
発
展
と
技
術

（7） 
３
年
間
を
見
通
し
た
指
導
計
画

※１

双方向性プログラミングのイメージをつかむ例

※2

インターネットに接続した環境で，Microsoft Excelを使います。
ＷｅｂＡＰＩというサービスに要求を送信して，結果を受信します。
ＶＢＡ（マクロ）を組み合わせると，天気予報の画像を受信できます。

「ネットワークを経由した双方向」と「メディアの複合」のイメージをつ
かめると思います。
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で
技
術
分
野
と
家
庭
分
野
の
両
方
を
扱
う
こ
と
が

規
定
さ
れ
ま
し
た
。各
分
野
の
授
業
時
数
は
、３
年

間
の
合
計
が
均
等
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
技
術
分
野
で
は
、３
年
間
で
５
回
の「
技
術

に
よ
る
問
題
の
解
決
」に
取
り
組
み
ま
す
。つ
ま
り
、

設
計
・
計
画
と
製
作
・
制
作
・
育
成
の
流
れ
を
、３
年

間
で
５
回
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（※3）

　

そ
し
て
、学
年
ご
と
に
問
題
解
決
の
難
易
度
を
う

ま
く
調
節
し
て
、例
え
ば
第
１
学
年
で
は
身
近
な

問
題
を
、第
３
学
年
で
は
よ
り
リ
ア
ル
で
実
際
的
な

問
題
を
扱
う
よ
う
に
す
れ
ば
、３
年
間
を
通
し
て
生

徒
の
技
術
的
な
問
題
解
決
力
を
効
果
的
に
育
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
３
０
年
度
か
ら
平
成
３
２
年
度
ま
で
の
移

行
措
置
期
間
は
、全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て「
新
」学

習
指
導
要
領
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、学
習
評

価
は「
現
行
」学
習
指
導
要
領
の
下
の
評
価
規
準
等

に
基
づ
く
と
示
さ
れ
て
い
ま
す（
文
部
科
学
省
告
示

等
）。

　

そ
の
た
め
、移
行
措
置
の
期
間
を
利
用
し
て
、ま

ず
は
現
行
学
習
指
導
要
領
で
実
践
し
て
い
る
題
材

が
、よ
り
問
題
解
決
的
に
な
る
よ
う
見
直
す
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

移
行
期
に
は
、各
学
校
で
実
践
さ
れ
て
い
る
題
材

の
指
導
計
画
や
製
作
品
等
を
よ
く
見
直
し
、生
活

や
社
会
に
お
け
る
問
題
を
技
術
の
目
で
見
つ
め
る

授
業
に
な
っ
て
い
る
か
、そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
生
徒
が
自
分
で
設
計
・
計
画
す
る
授
業
に
な
っ

て
い
る
か
、そ
の
設
計
・
計
画
に
沿
っ
て
製
作
・
制

作
・
育
成
す
る
こ
と
で
問
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
な

授
業
に
な
っ
て
い
る
か
、等
の
視
点
か
ら
題
材
を
移

行
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、内
容
Ｂ（
生
物
育
成
の
技
術
）で
は
、作

物
を
取
り
巻
く
生
育
環
境
の
調
節
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
り
ま
す
。ト
マ
ト
の
場
合
、誘
引
や
摘
芽
等
の

管
理
技
術
だ
け
で
は
な
く
、温
度
や
水
分
、肥
料
等

の
調
節
方
法
も
学
習
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ

の
た
め
、例
え
ば
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
変
え
て
一
人
一
鉢

に
す
る
、ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
や
加
温
装
置
を
準
備
す
る

等
、新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
適
し
た
学
習
環
境

を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。移
行
措
置
の
期

間
を
利
用
し
て
、新
し
い
内
容
の
教
材
研
究
に
取
り

組
む
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

全
面
実
施
に
向
け
て
、足
り
な
い
教
材
を
購
入

し
た
り
、掲
示
物
や
提
示
教
材
を
準
備
し
た
り
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。特
に
Ｄ（
２
）双
方
向
性
コ
ン

テ
ン
ツ
の
学
習
で
は
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

介
し
た
デ
ー
タ
の
や
り
と
り
が
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

導
入
が
必
要
で
す
。各
市
町
村
の
教
育

委
員
会
や
、地
区
の
研
究
部
会
で
の
研

究
成
果
を
踏
ま
え
て
、地
域
や
学
校
の

実
態
に
適
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
導
入

す
る
こ
と
や
、学
区
内
の
小
学
校
と
ロ

ボ
ッ
ト
教
材
を
共
有
す
る
方
策
等
も
検

討
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

❶ 

題
材
の
指
導
計
画
の
見
直
し

❷ 

新
し
い
内
容
の
教
材
研
究

❸ 

学
習
環
境
の
整
備

まとめ

移
行
期
の

学
校
の
対
応

３

※3　５回の「技術による問題の解決」

　今回の改訂の趣旨は，技術分野の存在意義（教育の
役割分担）として，生徒が技術によって問題を解決する力
を育てることが明確になったことです。製作・制作・育成
の楽しさを通じて，生徒の問題解決力を確かに育んでい
くために，授業者である私たちが手をつなぎ，協力して教
科研究・授業改善に取り組むことが重要です。それが，改
訂の趣旨に基づいて，全国の全ての生徒たちが真に技術
を好きになる授業を展開することにつながります。
　みなさん，一緒に手をつないで，生徒たちの未来のため
に頑張りましょう！
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近
年
、消
費
者
教
育
が
重
要
視
さ
れ
る
理
由
は
、

大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

第
一
は
、地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
向
け
た
国

際
的
な
要
請
で
す
。夏
に
ピ
コ
太
郎
が
国
連
本
部

に
行
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
話
題
に
な
り
ま
し
た

が
、そ
れ
は
２
０
３
０
年
ま
で
の
持
続
可
能
な
開
発

目
標（SD

Gs

）を
P
R
す
る
た
め
で
し
た
。SD

Gs

の

17
目
標
の
う
ち
、「
目
標
12
：
つ
く
る
責
任 

つ
か
う

責
任
」で
は
、消
費
者
の
責
任
が
し
っ
か
り
と
位
置

付
け
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
消
費
者
教
育
推
進
法（
以
下
、推

進
法
）が
成
立
し
て
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。こ
の

法
律
は
諸
外
国
に
例
を
見
な
い
、我
が
国
独
自
の
も

の
で
す
。

　

こ
の
特
徴
の
一
つ
は
、「
消
費
者
の
行
動
に
よ
っ
て

未
来
を
変
え
て
い
こ
う
！
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

も
つ「
消
費
者
市
民
社
会
」（※1） 

の
考
え
方
を
消
費
者

教
育
に
よ
っ
て
広
げ
て
い
く
た
め
、国
及
び
地
方
自

治
体
に
責
務
を
課
し
て
い
る
こ
と
で
す
。推
進
法
で

は
、こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、学
校
に
お
け
る
消

PROFILE

公益財団法人消費者教育支援センター
総括主任研究員

柿野 成美

公益財団法人消費者教育支援センター 総括主任研究員　柿野 成美

CHAPTER

04

費
者
教
育
の
推
進
を
重
視
し
、今
回
の
学
習
指
導

要
領
改
訂
で
は
、消
費
者
教
育
は
重
要
事
項
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、消
費
者
教
育
の
中
核
的
教
科
で
あ
る
家

庭
科
に
お
い
て
は
、内
容
が「
D
身
近
な
消
費
生
活

と
環
境
」か
ら「
C
消
費
生
活
・
環
境
」へ
と
変
更
さ

れ
、充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
お
い
て
、

小
学
校
家
庭
科
の
学
習
指
導
要
領
解
説
の
執
筆
に

関
与
し
ま
し
た
。改
訂
で
は
小
・
中
学
校
の
内
容
の

系
統
性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、一
層
充
実
し
た
実
践

が
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。

期
待
さ
れ
る

中
学
校
に
お
け
る

消
費
者
教
育

新学習指導要領の
改訂を踏まえて

充
実
し
た
消
費
者

教
育
の
学
習
内
容

「
消
費
者
の
権
利
と
責
任
」が

一
層
重
要
に

１

２

※1 消費者市民社会
一人ひとりの消費者が，自分だけでなくまわりの人々
や，未来の人々の状況，内外の社会経済状況や地球
環境まで思いをはせて生活し，社会の発展と改善に積
極的に参加する社会
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消
費
者
教
育
が
重
要
視
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
理

由
は
、消
費
者
保
護
の
観
点
で
す
。特
に
、選
挙
権

年
齢
の
引
き
下
げ
と
関
連
し
て
、今
後
、民
法
改
正

に
よ
る
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
が
近
い
将
来
に
予

定
さ
れ
て
お
り
、未
成
年
者
契
約
の
取
消
権

（※2）
が

18
歳
で
使
え
な
く
な
る
こ
と
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
増
加

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、発
達
段
階
に

応
じ
た
契
約
学
習
の
充
実
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、小
学
校
家
庭
科
に
お
い

て
新
た
に「
売
買
契
約
の
基
礎
」に
つ
い
て
学
習
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
中
学
校
で
は
、こ
れ
ら

の
学
習
を
踏
ま
え
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
通

信
販
売
も
売
買
契
約
で
あ
る
こ
と
や
、ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
は
三
者
間
契
約
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
未
成
年
・
成
年
の
法
律
上
の
責
任
に
つ
い
て

扱
い
、「
売
買
契
約
の
仕
組
み
」と
関
連
付
け
て
消

費
者
被
害
に
つ
い
て
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
他
に
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
進
行
に
伴
い
、

中
学
校
に
は「
金
銭
の
管
理
」に
関
す
る
内
容
が
新

設
さ
れ
て
お
り
、上
記
の
内
容
と
合
わ
せ
て「
金
銭

の
管
理
と
購
入
」と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、教
育
図
書
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
教
科
書

「
新
技
術
・
家
庭
科
家
庭
分
野
」で
は
、消
費
者
教

育
推
進
法
の
理
念
を
踏
ま
え
て
、「
６
買
い
物
の
社

会
的
な
意
味
」、「
７
消
費
者
市
民
社
会
を
目
指
し

て
」と
題
す
る
項
目
を
設
け
、そ
の
中
で
消
費
者
の

権
利
と
責
任（
役
割
）に
つ
い
て
具
体
的
に
触
れ
て
い

ま
す
。教
科
書
で
は
、役
割
と
い
う
言
葉
を
用
い
て

い
ま
す
が
、こ
れ
は
中
学
生
が
自
分
が
消
費
者
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
、具
体
的
な
行
動
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
あ
え
て
置
き
換
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
が
実
現
で

き
る「
実
習　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ラ
ン
キ
ン
グ
で
考
え

よ
う
！
」で
は
、「
消
費
者
市
民
社
会
の
実
現
の
た
め

に
必
要
な
こ
と
」を
、９
枚
の
カ
ー
ド
を
順
位
づ
け

し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
形
を
と
る
な
ど
、

新
学
習
指
導
要
領
を
先
取
り

し
た
教
科
書
に
な
っ
て
い
ま

す
。新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

く
教
科
書
に
お
い
て
は
、こ
の

点
を
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

て
い
く
予
定
で
す
。ご
期
待
く

だ
さ
い
。

　

す
な
わ
ち
、こ
れ
ま
で
家
庭
科
で
学
習
し
て
き

た「
消
費
者
の
権
利
と
責
任
」が
注
目
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。商
品
の
選
択
時
に
、そ
の
裏
側
で
誰
か
の

犠
牲
や
負
荷
を
か
け
て
い
な
い
か
、と
い
う
点
に
つ

い
て
消
費
者
自
身
が
多
面
的
に
じ
っ
く
り
考
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、公
正
で
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。具
体
的
に

は
、フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
や
環
境
配
慮
型
の
商
品

を
購
入
し
た
り
、今
あ
る
も
の
を
長
く
大
切
に
使
っ

た
り
、古
い
も
の
を
再
利
用
し
た
り
、他
者
と
シ
ェ
ア

し
た
り
す
る
、と
い
っ
た
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
消
費
者
庁
で
は「
エ
シ
カ

ル
消
費
」と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、消
費
者
市
民
社
会
を
実
現
す
る
行
動
の
具

体
例
と
し
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。以
上
の
こ

と
は
、新
学
習
指
導
要
領
解
説
で
も「
消
費
生
活
と

環
境
を
一
層
関
連
さ
せ
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
し
、

（
中
略
）消
費
者
市
民
社
会
の
担
い
手
と
し
て
、自

覚
を
も
っ
て
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

確
立
の
基
礎
を
培
う
こ
と
」と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
こ
の
内
容
は
、小
学
校
家
庭
科
の「
消
費
者

の
役
割
」に
お
い
て
、そ
の
基
礎
に
触
れ
る
よ
う
に

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

PROFILE

中
学
校
家
庭
科
に
お
け
る

実
践
の
ヒ
ン
ト

改
め
て

契
約
学
習
の
重
要
性

４

３

※2　未成年者契約の取消権
民法では，未成年者が法定代理人（通常は親）の同意
を得ないで行った法律行為は，取り消すことができる
と決められており，お小遣いの範囲を超える契約がそ
の対象となっている。

家庭725　新技術・家庭 家庭分野
p.253 「ダイヤモンドランキングで考えよう！」
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日
々
の
実
践
か
ら
、授
業
に
自
信
を
持
ち
た
い
、生
徒
と
も
に
達
成
感
の

あ
る
授
業
に
取
り
組
み
た
い
、と
願
っ
て
い
る
先
生
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、困
っ
た
と
き
、ど
こ
で
誰
に
相
談
し
た
い
か
、一
人
教
科
で
悩
む

こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。研
究
会
や
講
習
会
で
学
ぶ
機
会
は

あ
っ
て
も
、こ
ん
な
細
々
と
し
た
こ
と
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
な
と
仕
舞

い
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

若
手
の
先
生
の
授
業
研
究
会
で
、三
年
目
の
先
生
か
ら「
一
冊
の
本
に
救

わ
れ
ま
し
た
。」と
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
こ
の
本
に
出
会
っ
て
、

授
業
に
自
信
が
持
て
ま
し
た
。小
さ
な
こ
と
で
く
よ
く
よ
考
え
、困
っ
て
い

た
過
去
の
自
分
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

　

さ
ら
に
続
け
て
、「
生
徒
の
動
き
や
話
が
良
く
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。指
導
計
画
や
学
習
の
流
れ
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。」と

話
す
言
葉
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

教
科
の
悩
み
や
相
談
は
、ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
が
近
く
に
い
て
く
れ
れ
ば
解

決
で
き
る
の
に
、技
術
分
野
で
は
担
当
は
一
人
き
り
、ど
う
し
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　

若
手
教
員
の
授
業
を
見
て
、授
業
反
省
会
で
、「
誰
か
に
相
談
し
た
い
、解

決
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
指
導
書
が
ほ
し
い
」と
い
う
願
い
を
必
ず
聞
く

状
況
で
す
。

１  

今
の
悩
み
は
解
決
し
ま
し
た
か
？

授
業
改
善
の
一
歩

自
信
を
持
っ
た

授
業
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

元全日本中学校技術・家庭科研究会会長

長南 裕志

すべての生徒に達成感を持たせたい。
それがわたしの願いです。

CHAPTER

05

教師間Q＆A集
「授業のKARUわざ」発刊にあたり

元全日本中学校技術・家庭科研究会
会長

長南 裕志
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こ
れ
か
ら
の
授
業
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、様
々
な
悩
み

や
相
談
ご
と
を
解
決
す
る
手
立
て
や
ヒ
ン
ト
、事
例
を
ま
と
め
た
Q
＆
A

集
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
授
業
へ
改
善
す
る
た
め
、今
ま
で
の
授

業
を
見
直
す
機
会
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

内
容
は
、先
生
方
の
声
に
応
え
る
形
で
構
成
し
て
み
ま
し
た
。先
生
方
の

一
日
を
振
り
返
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、様
々
な
課
題
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す

べ
き
か
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、生
徒
と
の
関
わ
り
方
、指
示
の
出
し
方
は
ど
う
し
た
ら
改
善
で

き
る
か
、授
業
展
開
で
山
場
の
あ
る
授
業
と
は
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
る
と

よ
い
か
、評
価
計
画
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、そ
し
て
、態
度
の
評
価
は
ど

う
す
べ
き
か
、な
ど
に
つ
い
て
、ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、学
習
指
導
案
の
作
成
方
法
、指
導
計
画
や
題
材
の
選
び
方
は
ど

う
す
べ
き
か
、安
全
な
作
業
を
進
め
る
教
室
環
境
の
整
え
方
、学
習
支
援
の

必
要
な
生
徒
へ
の
指
導
の
し
か
た
、難
し
い
保
護
者
へ
の
対
応
な
ど
、多
く

の
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
構
成
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
本
に
出
会
っ
て
授
業
に
自
信
が
持
て
ま
し
た
。」と
多
く
の
先
生
方

の
授
業
改
善
の
指
針
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
将
来
の
生
活
へ
の
改
善
と
充
実
を
図
る
た
め
に
先
生
方
は
、技

術
・
家
庭
科
の
授
業
を
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、学

校
現
場
で
は
、様
々
な
課
題
に
対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
現
実
が
あ
り

ま
す
。教
材
研
究
や
評
価
の
ま
と
め
な
ど
、め
ま
ぐ
る
し
く
奮
闘
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
中
で
、こ
の
Q
＆
A
集
は
、先
生
方
の
支
援
と
な
る
よ
う
に
と
構
成

し
ま
し
た
。

　

日
常
的
に
使
っ
て
い
る
が
、意
外
と
忘
れ
て
い
る
こ
と
や
本
来
の
主
旨
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
な
ど
を
丁
寧
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、初
任
者
の
先
生
方
や
臨
時
免
許
で
ご
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
方

が
お
困
り
の
こ
と
も
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、丁
寧
に
応
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
本

か
ら
、今
ま
で
の
授
業
を
振
り
返
り
、見
直
し
と
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
本
で
、生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
む
授
業
の
術
、正
し
く
評
価
す
る

術
を
身
に
付
け
て
も
ら
え
れ
ば
、授
業
か
ら
生
徒
が
つ
く
る
未
来
の
技
術
に

つ
な
が
る
内
容
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。「
次
は
こ
う
や
り
た
い
」と
新
た
な

目
標
を
も
つ
生
徒
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

改
善
は
、全
て
を
直
す
こ
と
で
は
な
く
、先
生
の
今
ま
で
の
成
果
や
持
ち

味
を
活
か
し
、生
徒
が
活
躍
す
る
場
を
作
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。授
業
を
見

直
す
場
面
は
、生
徒
の
達
成
状
況
を
見
こ
ん
で
組
み
立
て
直
す
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
本
か
ら
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
新
し
い
授
業
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

２

３

今
回
の
改
訂
を
機
会
に
、

授
業
を
見
直
し
て
み
よ
う
。

技
術
を
知
っ
て
未
来
の
社
会
で

活
躍
で
き
る
生
徒
を
育
て
る
た
め
に
。

授業のＫ
か る
ＡＲＵわざ

【新刊】技術分野
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ワンコインで
新学習指導要領対策は

万全！
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〒101-0052　東京都千代田区神田小川町3-3-2
TEL：03-3233-9100　FAX：03-3233-9104

http://www.kyoiku-tosho.co.jp/
この情報誌は，（一社）教科書協会「教科書発行者行動規範」に則って作成されています。
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Ｂ5判 64Ｐ 定価500円（税込）
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として，「設計力・問題解決能力などの育成」
が求められました。本書では，その役割を踏
まえ，技術の授業がさらに楽しくなるように，
移行のポイントをまとめています。現場の先
生方に是非手にとっていただきたい1冊。

技術分野の教え方や授業の進め方，評価の
しかたや題材の選び方などに，悩まれている
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